
　―高校は普通科だったと聞いています。
　「もともと機械は好きでした。両親が車のレース
に出ていたので、その影響もあるかもしれません。
大学では自動車部の部長をしていました。机で計算
するよりも実際にモノづくりをする方が好きです
ね」
　―大学のゼミではマグネシウム合金を研究されて
いたそうですね。
　「厳しいと評判だった河村先生のゼミに入りまし
た。忙しいときは寝る暇もなく、３日間ごはんを食
べたかどうか分からないようなこともありました」
　―大学院卒業後に結婚されたとか。
　「一旦は２年間主婦をしていました。それからゼ
ミでお世話になった河村先生から電話をいただき、
次世代耐熱マグネシウム合金の基盤技術開発プロジ
ェクトの研究員から現在にいたっています」

　―今はどのような仕事をしていますか。
　「マグネシウム合金の量産化に向けた実証工場の
立ち上げをしています。分析や合金開発の担当で
す。大学での研究と、利益を出して還元するという
企業の開発の違いを感じています」
　―現場復帰していかがですか。
　「正直大変ですが、やりがいを感じています。家
族や周りのみんなのバックアップがあればこそでき
ることだと思います」
　―今後の抱負や目標を聞かせて下さい。
　「会社では常に明るくあいさつを欠かさないこと
を心がけています。今後、研究開発が進み、『マグ
ネシウム合金なら不二ライトメタル』となるように
がんばっていきたいですね」
　―ありがとうございました。

　永広美波（ながひろ・みなみ 歳）大学院卒業時に決まって
いた就職を蹴って結婚。昔から決断は直感で行ってきた。「自分
が不得意な方をあえて選ぶ。そうすれば努力するからいい」とい
う。大好きな自動車では、いかに早く走るかを追求してきた。１
歳と３歳の男の子２人と夫の４人暮らし。

　永広美波さんは大学院卒業直後に、結婚して２年間家庭に入り、
年４月に現場復帰した。現在はアルミニウムの製造から販売まで、一貫
生産ラインを持つ不二ライトメタル（熊本県長洲町）で、マグネシウム
合金の研究や開発を行う部門に所属している。永広さんのこれまでの経
歴と現在の心境を聞いた。
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工業女子現場で輝け！

家族に支えられて開発にやりがい
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